
日
本
大
学
商
学
部
校

友
会
は
2
0
2
4
年（
令

和
6
年
）8
月
に
創
立
50

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。本
年
9
月
に

50
周
年
記
念
式
典
が
執

り
行
わ
れ
、ま
た
50
年
間

の
校
友
会
活
動
の
歴
史
を

編
纂
し
記
念
誌
を
上
梓
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

の
記
念
誌
は
新
た
な
50
年

の
校
友
会
活
動
の
指
針
と

な
る
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
50
年
の
商
学

部
校
友
会
活
動
は
先
輩

方
が
築
き
上
げ
た
業
績

を
さ
ら
に
発
展
す
べ
く
学

生
支
援
を
中
心
に
活
動

し
母
校
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
よ
り
海
外
留
学

を
希
望
す
る
学
生
に
対
し

て
経
済
的
支
援（
は
ば
た

け
！
留
学
校
友
会
）を
新

た
に
開
始
し
ま
し
た
。海

外
渡
航
費
の
高
騰
に
よ
り

海
外
留
学
の
コ
ス
ト
増
に

対
応
す
る
も
の
で
す
。さ
ら

に“
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講

座
”に
校
友
会
か
ら
2
人

の
役
員
を
講
師
と
し
て
派

遣
し
ま
し
た
。卒
業
生
で

あ
る
校
友
が
後
輩
で
あ
る

学
生
に
卒
業
後
の
実
際
の

体
験
を
語
る
も
の
で
す
。

学
生
は
先
輩
か
ら
心
温
ま

る
メッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
い

ま
す
。

従
来
の
経
済
困
窮
者

に
対
す
る
校
友
会
奨
学

金
事
業
、国
家
試
験
取
得

支
援
、砧
祭
への
支
援
、就

職
支
援
で
あ
る
O
G
O
B

訪
問
、イ
ン
ゼ
ミ
大
会
の

審
査
委
員
派
遣
等
、引
き

続
き
学
生
支
援
活
動
を

行
い
ま
す
。学
生
と
の
交

流
は
卒
業
生
で
あ
る
校
友

自
身
も
学
生
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
い
た
だ
き
大
変
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

新
た
な
50
年
は
学
生

と
の
交
流
を
深
め
校
友
同

志
が
楽
し
く
生
き
生
き
と

活
動
で
き
る
校
友
会
活
動

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

校
友
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
学
生
支
援
を
中
心

と
し
た
校
友
会
活
動
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、よ

り
一
層
校
友
会
活
動
に
お

力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
の
益
々
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
4
年
の
後

半
に
な
り
ま
し
て
、世

界
に
お
い
て
、日
本
に

お
い
て
、様
々
な
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。世
界

を
見
渡
し
ま
す
と
、周

知
の
と
お
り
一
般
的
な

予
想
を
超
え
た
様
々
な

出
来
事
が
生
じ
て
い
ま

す
。ま
さ
に
、不
確
実
性

の
時
代
の
真
っ
た
だ
中

に
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。か
ろ
う
じ
て

確
率
計
算
す
る
こ
と
の

で
き
る
リ
ス
ク
と
異
な

り
、予
想
を
超
え
た
事

態
に
備
え
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
で
す
。

校
友
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、そ
う
し

た
変
化
に
直
接
対
峙
し

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
推
察
さ
れ
ま
す

し
、場
合
に
よ
っ
て
は
困

惑
し
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、一
つ
ご
提

案
し
た
い
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
す
。世
界
的
に
見

て
も
、読
書
の
時
間
が

短
い
日
本
人
で
は
あ
り

ま
す
が
、是
非
皆
様
に

は
紙
の
本
に
触
れ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。し
か
も
、第
一
級
の

古
典
の
名
著
を
お
勧
め

し
ま
す
。今
の
環
境
に

は
全
く
そ
ぐ
わ
な
い
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、

古
典
は
、様
々
な
時
代

を
乗
り
越
え
て
、今
日

生
き
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
灯
は
か
細
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、残
る

理
由
が
必
ず
あ
る
は

ず
で
す
。皆
様
の
心
に

訴
え
る
も
の
、目
に
見

え
な
い
何
か
が
あ
る
は

ず
で
す
。気
に
入
ら
な

か
っ
た
ら
途
中
で
放
り

投
げ
、別
の
書
物
に
目

を
移
し
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
い
つ
か
は
皆
様
の

頭
に
す
ん
な
り
入
っ
て

く
る
本
に
出
合
え
る
は

ず
で
す
。

そ
の
時
、小
さ
な
幸

福
感
と
こ
れ
か
ら
の
道

標
を
見
つ
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。も
っ
と
も

お
金
の
か
か
ら
な
い
本

の
旅
に
出
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。皆
様
の

ご
多
幸
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

日本大学商学部校友会創立50周年
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
東
京
で
開
催
さ

れ
た
記
念
式
典
に
は
、全

国
各
地
か
ら
校
友
や
教

職
員
、在
学
生
な
ど
関

係
者
1
3
6
名
が
出
席

し
た
。ご
来
賓
と
し
て
林

真
理
子
日
本
大
学
理
事

長
、大
貫
進
一
郎
日
本

大
学
学
長
、大
谷
喜
一

日
本
大
学
校
友
会
会
長
、

長
谷
川
勉
商
学
部
長
、

木
﨑
孝
之
助
商
学
部
事

務
局
長
、吉
原
令
子
商

学
部
次
長
、そ
し
て
山

本
裕
二
商
学
部
校
友
会

長
が
登
壇
し
た
。

式
の
冒
頭
で
は
、日
本

大
学
校
歌
斉
唱
の
後
、

今
年
元
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
を
は
じ

め
と
し
た
災
害
に
対
す

る
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

山
本
裕
二
会
長
は
挨

拶
の
中
で
、過
去
50
年

間
に
わ
た
り
偉
大
な
先

輩
方
が
築
き
上
げ
て
き

た
学
生
支
援
の
取
り
組

み
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
と
、砧
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
恩
返
し
を
次
世
代

に
引
き
継
ぎ
た
い
と
い

う
思
い
を
語
っ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、長

谷
川
学
部
長
が
、商
学

部
校
友
会
が
50
年
に
わ

た
っ
て
続
い
て
き
た
理

由
と
し
て
、一
人
ひ
と
り

が
名
も
な
き
仕
事
を
担

い
、互
い
に
支
え
合
い
な

が
ら
繋
が
り
を
築
い
て

き
た
点
に
あ
る
と
述
べ

ら
れ
た
。

続
い
て
、林
理
事
長

は
、商
学
部
校
友
会
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト「
歴

史
散
歩
」に
言
及
し
、自

身
が
原
作
を
手
掛
け
た

大
河
ド
ラ
マ「
西
郷
ど

ん
」の
主
人
公・西
郷
隆

盛
に
関
連
す
る
地
を
巡

る
回
が
あ
り
、身
近
に

感
じ
た
こ
と
、ま
た
、校

友
会
の
メ
ン
バ
ー
と
在

学
生
が
親
し
く
交
流
す

る
機
会
が
あ
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
っ
た
と
話
さ

れ
た
。大
貫
学
長
、大
谷

校
友
会
会
長
か
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
賜
っ
た
。

式
典
の
終
盤
で
は
、商

学
部
校
友
会
か
ら
商
学

部
へ
の
5
0
0
万
円
の

寄
贈
を
行
っ
た
。こ
の
寄

贈
金
は
、創
立
50
周
年

を
記
念
し
、留
学
を
目

指
す
学
生
の
支
援
に
一

部
活
用
さ
れ
る
予
定
。

山本校友会長

長谷川商学部長

日
本
大
学
商
学
部
校
友
会
長
　
山
本 

裕
二 

日
本
大
学
商
学
部
長
　
長
谷
川 

勉 

新
た
な
50
年
は

楽
し
く
、生
き
生
き
を
目
指
し
ま
す

予
測
不
能
な
時
代
に
、

古
典
が
照
ら
す
新
た
な
視
点 https://nichidai-bus-kouyukai.com/

随時更新中です！
是非ご覧ください。

もっと
詳しく！

校友会行事の最新情報
ご連絡先の変更フォーム

商学部校友会
ホームページ

最新情報は

ホームページ
で

チェック！

記念式典・祝賀会を開催
9
月
28
日（
土
）、日
本
大
学
商
学
部
校
友
会
の
創

立
50
周
年
記
念
式
典・祝
賀
会
を
開
催
。記
念
式
典

に
は
林
真
理
子
日
本
大
学
理
事
長
を
は
じ
め
と
し

た
ご
来
賓
が
多
数
出
席
し
、節
目
を
祝
っ
た
。

挨拶をした
山本裕二日本大学商学部校友会長　

日本大学商学部校友会
創立50周年記念

来賓挨拶をした林真理子日本大学理事長（左上）、
大貫進一郎日本大学学長（右上）、長谷川勉商学部長（左下）、
大谷喜一日本大学校友会会長（右下）

式
　
典

日本大学商学部校友会 創立50周年記念事業
日本大学商学部校友会は1974年8月に正式発足し、
2024年に創立50周年を迎えた。この節目を記念して、 
式典・祝賀会の開催、記念品の寄贈、さらに沿革や創成
期メンバーの声をまとめた記念誌を制作。

50周年記念式典のより詳しい記事は で日大商学部校友会　50周年記念  特設サイト公開中！

発行所
日本大学商学部
 校 友 会 事 務 局

東京都世田谷区砧 5-2-1
郵便番号　157-8570
日本大学商学部内
電話・FAX
03（3749）6720

発行責任者　山本　裕二

日本大学商学部校友会ホームページ　https://nichidai-bus-kouyukai.com/

日 本 大 学 商 学 部 校 友 会 報 第 48 号（ 1 ）　　　 2024 年（令和 6 年）12 月 20 日

日本大学の”今”を伝えるメディア

NU CATCH-UP
学びや教育、

大学の取り組みや活動など、
大学の最新情報を発信しています。

https://www.nihon-u.
ac.jp/catchup/

日本大学
商学部

https://www.bus.
nihon-u.ac.jp

もっと
詳しく！



令和5年度 商学部校友会事業報告
 4月 1日	 商学部新入生開講式
 5月 17日	 常任幹事会開催（決算常任幹事会）
 6月 3日	 令和５年度　総会・懇親会開催
 7月 1日	 OBOG訪問イベント後援
 7月 31日	 校友会室移転（２号館５階）
 10月 28日	 第２８回ホームカミングデー開催（対面）
 11月 9日	 	校友会奨学金関係寄付（４,０００,０００円）	

資格取得奨励金寄付（３,０００,０００円）

 11月 18日	 第８回歴史散歩開催
 12月 17日	 第４９回インゼミ大会後援
 12月 20日	 校友会報第４７号発行
 1月 17日	 令和５年度日本大学商学部校友会奨学生の採用及び懇談
 1月 25日	 商学部役教職員と校友会役員の新年交歓会
 3月 25日	 令和5年度資格等取得奨励生への表彰

令和6年度 商学部校友会事業計画
 1. 学部との連携
	 ①			学部執行部との定期的な意見交換会を実施	

学部長、事務局長及び役教職員と定期的に	
会合を持ち、相互理解と協力関係を深める

 2. 校友との絆
	 ①		会報の発行	

本年12月に会報を校友に送付
	 ②		ホームカミングデー協賛	

令和6年11月3日（日）第29回ホームカミングデーに協賛
	 ③		ホームページの充実・活用

 3. 在学生への支援
	 ①		経済的理由により学業の継続が困難な学生を

対象として学部と選考の上、奨学金を支給
	 ②		資格取得者への奨励金	

資格取得者に対し、表彰及び奨励金の授与
	 ③		留学希望者への支援	

「はばたけ！留学校友会」として、留学希望者への支援を行う
	 ④		学生団体との交流	

学生団体との交流を図り、各種支援を行う
	 ⑤		卒業記念品の贈呈	

卒業生に対して卒業記念品を贈る

 4. その他
	 ①		学部教職員、校友、在学生との交流会開催
	 ②		商学部校友会50周年事業の準備（2024年）　

令
和
6
年
度
奨
学
金

寄
付
の
贈
呈
式
が
11
月

22
日（
金
）、商
学
部
長
室

に
て
実
施
さ
れ
た
。商
学

部
校
友
会
の
山
本
裕
二

会
長
か
ら
、長
谷
川
勉

商
学
部
長
に
寄
付
目
録

が
手
渡
さ
れ
た
。

今
年
度
は
、商
学
部

奨
学
事
業
を
支
援
す

る
商
学
部
奨
学
資
金

4
0
0
万
円
、商
学
部

学
生
の
職
業
会
計
人
資

格
取
得
に
関
わ
る
奨
励

資
金
と
し
て
3
0
0
万

円
を
贈
呈
し
た
。

目
録
を
受
け
取
っ
た

長
谷
川
学
部
長
は「
去

年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、

円
安
に
よ
り
学
生
た
ち

の
海
外
留
学
が
難
し
く

な
って
い
る
。現
状
を
踏

ま
え
、今
年
度
の
奨
学
資

金
の
一
部
は
海
外
渡
航

の
サ
ポ
ー
ト
に
活
用
し
た

い
」と
謝
意
を
述
べた
。

山
本
会
長
は
、「
会
長

に
な
る
と
き
に
、ゼ
ミ
の

先
生
か
ら『
母
校
の
た
め

に
な
る
校
友
会
に
し
て
ほ

し
い
』と
い
う
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。そ
の
言
葉

の
意
味
を
よ
く
考
え
る

と
、や
は
り
現
役
の
学
生

が
元
気
に
一
生
懸
命
研

究
し
、そ
ん
な
学
生
を
支

援
す
る
こ
と
が
母
校
の

発
展
に
繋
が
る
。特
に
経

済
的
困
窮
者
や
資
格
試

験
に
挑
戦
す
る
学
生
の

負
担
を
少
し
で
も
軽
く

し
た
い
と
今
回
の
寄
付

を
行った
」と
語った
。

贈
呈
式
後
、学
部
役

教
職
員
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
、更
な
る
商
学

部
と
商
学
部
校
友
会
の

連
携
を
確
認
し
た
。

学生が元気に勉学へ
励むことのできる環境を

左上より、校友会の髙橋幸子常任幹事、竹内達也副幹事長、�
西川豊和副会長、猿谷吉裕副会長幹事長、�

左下から、木﨑孝之助商学部事務局長、山本裕二校友会長、�
長谷川勉商学部長

総
額
7
0
0
万
円
を

奨
学
事
業
の
た
め
に
贈
呈

挨拶をした
西川豊和記念式典
実行委員長

挨拶をした
山本裕二商学部�
校友会長

来賓挨拶をした
武居弘市経済学部
校友会長

乾杯の発声は
木﨑孝之助商学部
事務局長

挨拶をした
大下一明商学部
校友会副会長

今
回
の
式
典・祝
賀
会
に

向
け
て
実
行
委
員
会
は
、派

手
な
演
出
に
頼
ら
ず
、「
50

年
を
紡
い
で
い
く
し
っ
か
り

と
足
元
を
見
た
手
づ
く
り

の
会
」に
こ
だ
わ
っ
た
。そ
の

ひ
と
つ
と
し
て
、商
学
部
の

教
員
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
が

披
露
さ
れ
、華
麗
な
音
色
が

会
場
を
包
ん
だ
。ま
た
、21

名
の
若
手
校
友
会
幹
事
が

ス
テ
ー
ジ
に
集
い
、そ
こ
で

校
友
会
が
実
施
し
て
い
る

O
B
O
G
訪
問
イ
ベン
ト
や

歴
史
散
歩
な
ど
の
活
動
が

報
告
さ
れ
、日
本
大
学
応
援

歌
で
あ
る「
花
の
精
鋭
」を

力
強
く
斉
唱
。手
拍
子
と

と
も
に
会
場
が
盛
り
上
が

る
中
、山
本
会
長
は
若
手
に

「
日
本
大
学
商
学
部
校
友

会
は
永
遠
に
不
滅
で
す
！
」

と
声
を
か
け
激
励
し
た
。

最
後
は
大
下
一
明
商
学

部
校
友
会
副
会
長
が
挨
拶

を
行
っ
た
。「
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る『
次
世
代
の
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
』に
は
笑
顔
と
い
う

意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

未
来
を
つ
く
る
に
は
前
向

き
な
気
持
ち・笑
顔

が
必
要
。笑
顔
の
バ

ト
ン
を
み
ん
な
で
、

そ
し
て
学
生
に
も
つ

な
い
で
い
こ
う
」と

話
し
、「
日
大
に
栄

光
あ
れ
」と
力
強
い

一
言
で
締
め
く
く

ら
れ
た
。

記
念
式
典
と
同
日
、

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
挨
拶
と
し
て
、武

居
弘
市
経
済
学
部
校
友

会
長
か
ら「
経
済
学
部

は
元
々
商
学
部
と
兄
弟

学
部
で
あ
り
、教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
も
類
似
性
が

あ
る
。学
部
校
友
会
な
ら

で
は
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
学

生
支
援
を
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」と
祝

辞
を
賜
っ
た
。

創
立
50
周
年
を
祝
し

た
鏡
開
き
に
は
、周
年
記

念
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
校
友
と
林
理
事
長

な
ど
ご
来
賓
の
方
々
に
ご

登
壇
い
た
だ
い
た
。乾
杯

後
は
歓
談
と
な
り
、会
場

各
所
で
積
極
的
な
交
流

が
な
さ
れ
た
。

校
友
会
創
立
50
年
を
祝
し

来
賓・校
友
と
鏡
開
き

祝
賀
会

校友の竹内康雄氏（旭食品(株）相談役）にご協力いただき「酔鯨」が鏡開きで用意された。�
写真左は周年事業に協力いただいた校友

商学部准教授の金指崇先生が
ピアノでクラシックの名曲を披露

日本大学商学部校友会創立50周年を祝って

創成期と同じ手づくりの温もりと
若い力の祝賀会で次の50年へ

若手幹事は校友会への参画について「恩返しがしたい」
と語った

会場では、記念撮影や名刺交換を
通じて交流を深める姿がみられた

奨学金寄付·資格取得支援

次
の
50
年
に
向
け
た

未
来
へ
の
期
待
を

抱
か
せ
る
会

各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
一

堂
に
会
し
、日
々
の
ゼ
ミ

で
の
研
究
成
果
に
基
づ

く
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン・
討
論
を
披
露
す
る

イ
ン
ゼ
ミ
大
会
、今
年

度
は
第
50
回
を
迎
え
た

歴
史
を
も
つ
伝
統
の
あ

る
行
事
で
あ
り
、12
月

8
日（
日
）に
本
選
が
開

催
さ
れ
た
。校
友
会
審

査
員
と
し
て
下
山
慶
太

氏（
平
成
元
年
度
経
営

学
科
卒
業
）、大
橋
孝

起
氏（
平
成
20
年
度
会

計
学
科
卒
業
）、町
田
萌

氏（
平
成
26
年
度
商
業

学
科
卒
業
）の
3
氏
が

務
め
、後
輩
た
ち
の
パ
ッ

シ
ョ
ン
溢
れ
る
研
究
発

表
を
審
査
し
た
。

N
S
リ
ー
グ
最
優
秀

賞
に
は
岩
田
貴
子
ゼ
ミ

「
B
級
グ
ル
メ
」チ
ー

ム
、教
員
審
査
賞
に
は

川
野
克
典
ゼ
ミ「
ク
ア
ッ

ド
バ
ス
タ
ー
ズ
」チ
ー
ム

が
受
賞
さ
れ
た
。校
友

会
賞
を
受
賞
し
た
岩
田

貴
子
ゼ
ミ「
新
作
の
む

か
し
ば
な
し
」チ
ー
ム

に
は
賞
状
と
盾
が
山
本

裕
二
会
長
よ
り
授
与
さ

れ
た
。

第50回インゼミ大会
「黎明」の本選を

12月8日(日)に開催
インゼミ大会

学生主体の学術大会

50周年記念祝賀会のより詳しい記事は で日大商学部校友会　50周年記念

日本大学商学部校友会ホームページ　https://nichidai-bus-kouyukai.com/
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令
和
6
年
11
月
3
日

（
日
）、日
本
大
学
商

学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
砧
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
開
催
さ
れ
た
。第
一

部
で
は
最
初
に
山
本
裕

二
商
学
部
校
友
会
長
が

挨
拶
を
行
い
、創
立
50

周
年
を
迎
え
た
商
学
部

校
友
会
の
活
動
を
紹
介

し
た
。ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、「
商
学
部
の
過

去
、現
在
、未
来
を
語

る（
教
員
編
）」と
い
う

テ
ー
マ
の
下
、髙
橋
史
安

元
商
学
部
長
、長
谷
川

勉
商
学
部
長
、司
会
と

し
て
遠
藤
幸
一
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委

員
長
が
登
壇
。商
学
部

の
歴
代
教
員
に
つ
い
て
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
い
、

当
時
を
懐
か
し
ん
だ
。

商
学
部
の
未
来
に
つ
い

て
も
、母
校
に
誇
り
を

持
て
る
大
学
に
す
べ
く

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
で

は
、ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
語
り
き
れ
な

か
っ
た
教
員
と
の

思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
る
場
面

や
、名
刺
を
交
換

し
合
い
、交
流
を

深
め
る
校
友
た

ち
の
姿
が
み
ら
れ

た
。恒
例
の
福
引

抽
選
会
も
盛
り

上
が
り
を
み
せ
、

校
友
か
ら
の
協
賛

品
や
豪
華
景
品

に
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
た
。

11
月
20
日（
水
）、

27
日（
水
）の
2
日
間
、

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
特

別
講
座
」に
お
い
て
、校

友
会
常
任
幹
事
の
塩
野

忠
氏（
昭
和
59
年
度
商

業
学
科
卒
）と
小
林
聡

太
郎
氏（
平
成
3
年
度

経
営
学
科
卒
）の
2
名

が
講
義
を
行
っ
た
。両
日

と
も
約
1
0
0
名
の
学

生
に
向
け
て「
学
生
時

代
」「
就
活
」「
社
会
人

と
し
て
の
体
験
」「
学
生

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」に
つ
い

て
、自
身
の
経
験
談
を
中

心
に
講
義
を

行
っ
た
。講
義

後
の
質
疑
応

答
で
は
多
数

質
問
が
あ
り
、

積
極
的
に
講

義
に
参
加
し
て

い
る
様
子
が

う
か
が
え
た
。「
社
会
人

と
し
て
の
心
構
え
が
で
き

た
」「
色
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
」等
の

感
想
も
よ
せ
ら
れ
、学
生

に
社
会
人
の
生
の
声
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
有

意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

本
年
度
も
商
学
部
就

職
指
導
課
と
の
共
催
に
よ

り
、O
B
O
G
訪
問
イ
ベン

ト
が
、１０
月
２６
日（
土
）に

開
催
さ
れ
た
。

校
友
会
の
若
手
幹
事
６

名
が
、在
学
生
が
社
会
人

の
卒
業
生
と
対
話
す
る
こ

と
で
、こ
れ
か
ら
の
就
職
活

動
に
自
信
を
持
って
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
機
会
を
提
供
し
た
。

担
当
し
た
山
口
莉
佳
さ

ん（
平
成
２９
年
度
会
計
学

科
卒
）か
ら「
O
B
O
G
訪

問
で
在
学
生
と
対
話
す
る

間
は
、就
職
活
動
を
始
め

た
こ
ろ
か
ら
就
職
後
の
今

ま
で
の
経
験
を
棚
卸
す
る

時
間
に
も
な
り
、私
た
ち

卒
業
生
に
と
っ
て
も
刺
激

を
受
け
る
半
日
だっ
た
。在

学
生
に
は
、色
々
な
卒
業
生

と
の
対
話
を
通
し
て
、自
分

の
近
い
将
来
の
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
て
欲
し
い
と

願
い
ま
す
。今
後
も
こ
の
企

画
が
続
け
て
い
け
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
」と
の
コ
メ

ン
ト
が
あっ
た
。商
学
部
校

友
会
は
今
後
も
、在
学
生

支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

家
業
を
盛
り
立
て
る
た

め
に
選
ん
だ
の
は
、都
内
出

店
と
い
う
挑
戦
の
道
で
し

た
。「
手
間
暇
か
け
て
作
り

上
げ
た
自
社
の
商
品
を
東

京
で
勝
負
さ
せ
た
い
」「
舌

の
肥
え
た
方
々
に
も
そ
の

良
さ
を
知
って
も
ら
い
た
い
」

「
旅
行
土
産
か
ら
一
段
昇

華
し
た
存
在
に
し
た
い
」と

の
思
い
か
ら
、ご
縁
も
あ
って

G
I
N
Z
A 

S
I
X
への

出
店
を
決
断
し
、新
ブ
ラ
ン
ド

「
甚
五
郎
」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
現
在

で
は
六
本
木
ヒ
ル
ズ
に
も
出

店
し
、多
方
面
で
取
り
上
げ

て
い
た
だ
け
る
機
会
が
増
え

て
い
ま
す
。

こ
の
実
現
の
背
景
に
は
、

「
思
う
よ
り
行
動
」を
信
念

と
し
て
き
た
姿
勢
が
あ
り
ま

す
。元
々
は
シ
ャ
イ
な
性
格

だ
っ
た
私
で
す
が
、大
学
時

代
に
居
酒
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
す
る
中
で
、人
と
話
す
こ

と
の
楽
し
さ
を
実
感
。そ
の

後
は
長
期
休
暇
を
活
用
し

て
バッ
ク
パッ
カ
ー
と
し
て
海

外
を
巡
り
、卒
業
後
も
実
家

に
戻
る
ま
で
多
様
な
仕
事

を
経
験
し
ま
し
た
。家
業
に

携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

も
、各
地
を
訪
れ
て
多
く
の

人
々
と
話
し
、信
頼
関
係
を

築
い
て
き
ま
し
た
。こ
の
経

験
が
今
の
成
果
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
大
商
学
部
時
代
は
国

際
経
済
ゼ
ミ
で
学
び
ま
し

た
。訪
日
観
光
客
が
多
い
日

光
の
環
境
に
触
発
さ
れ
、外

国
人
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
か

ら
で
す
。お
せ
ん
べ
い
は
日

本
の
食
文
化
を
象
徴
す
る

一
品
。今
後
は
さ
ら
に
幅
広

い
世
代
や
海
外
に
向
け
て
、

そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【石田氏の略歴】
大学卒業後は飲料メーカーやIT企業、議員
の運転手などを経験。お笑いコンビ・トレン
ディエンジェルの斎藤司さんは、ゼミの同期
で親友。

栃
木
県
日
光
市
に
本
店
を
構
え
、銘
菓・日
光
甚
五
郎

煎
餅
で
有
名
な
老
舗「
石
田
屋
」。近
年
、都
内
に
新
ブ

ラ
ン
ド
を
展
開
。そ
の
狙
い
を
仕
掛
け
人
で
あ
る
商

業
学
科
卒
業
の
石
田
雅
一
氏
に
伺
い
ま
し
た
。

“思うより行動”の信念が実を結ぶ
日光銘菓を東京へ

令
和
6
年
度
砧
祭

が
11
月
3
日（
日
）・4
日

（
月
・
祝
）に
開
催
さ
れ

た
。第
53
回
の
テ
ー
マ
は

「
F
l
y
」。昨
年
度
か

ら
更
な
る
飛
躍
を
め
ざ

し
て
規
模
を
拡
大
し
、よ

り
多
く
の
方
々
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

想
い
が
込
め
ら
れ
た
。実

際
に
前
年
よ
り
も
多
く

の
模
擬
店
が
出
店
し
、賑

わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

商
学
部
校
友
会
か
ら

は
学
生
支
援
の
一
環
と

し
て
、毎
年
砧
祭
支
援

金
を
贈
呈
し
て
お
り
、開

祭
式
で
は
山
本
裕

二
会
長
か
ら
成
山

稔
人
砧
祭
実
行

委
員
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
た
。

校
内
で
は
、ゼ

ミ
ナ
ー
ル
や
団
体
に
よ

る
企
画・展
示
が
実
施
さ

れ
、小
島
ゼ
ミ
で
は「
災

害
食
」の
研
究
成
果
の

発
表
や
、災
害
食
商
品

を
販
売
し
て
い
た
。そ
の

ほ
か
、女
子
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ「
ス
フ
ィ
ー
ダ
世
田

谷
F
C
」と
コ
ラ
ボ
し

た
イ
ベ
ン
ト
や
、地
域
の

方
々
が
参
加
す
る
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多
彩
な

企
画
が
行
わ
れ
た
。

校
友
会
か
ら
は
毎
年

砧
祭
支
援
金
で
開
催
支
援

母
校
に
帰
り

校
友
と
交
流
を
深
め
る

▲�山本裕二校友会長と�
成山稔人砧祭実行委員長

髙橋史安元商学部長長谷川勉商学部長

山本裕二校友会長

砧祭第
53
回 ホームカミングデー

商学部の恩師に想いを馳せて

商学部ホームカミングデーが開催され、「教員」をテーマにした
トークセッションと懇親会を通じ、校友が母校との絆を一層深めました。

校友会幹事がOBOGとして在学生を支援

在学生の就職活動・
キャリアデザインを応援就職活動のアドバイスを

社会人として在学生へ
経験談を通して社会人としての

心構えを伝える

元・現
学
部
長
が
語
る

商
学
部
の「
教
員
」

テーマは「Fly」
より多くの方に

喜んでいただける企画を

商業学科 2000年卒業
日光甚五郎煎餅「石田屋」常務取締役  石田 雅一 氏

商学部
OBOG訪問イベント

プロジェクト研究
キャリアデザイン特別講座

商い

力
の

ちから

OB・OGインタビューのより詳しい記事は で日大商学部校友会　OB・OG

▲�「匠美」は東京ブランドの看板商品。�
手土産に最適な洗練された一品。

GINZA�SIXに東京ブランド「甚五郎」を構える。

株式会社 石田屋
〒321-1434	
栃木県日光市本町	
４－１８
TEL	：	0120-25-1195
URL	：		http://www.jingorou.com

ホームカミングデーのより詳しい記事は で日大商学部校友会　ホームカミングデー

和やかな雰囲気の中、就職活動に
ついて在学生と語り合う若手幹事

商学部時代や就職活動、働き始め
てからの経験について語る塩野氏

失敗の乗り越え方を語る小林氏

日本大学商学部校友会ホームページ　https://nichidai-bus-kouyukai.com/
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校
友
会
主
催
の
第
9

回「
歴
史
散
歩
」が
11
月

16
日（
土
）に
開
催
さ
れ

た
。江
戸
の
史
跡
を
訪
ね

歩
く
企
画
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
る
恒
例
イ
ベ

ン
ト
で
、今
年
も
江
戸
文

化
歴
史
検
定
1
級
を
持

つ
秋
山
修
先
生
と
関
一

成
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

浅
草
の
奥
深
い
歴
史
の

名
所
を
辿
っ
た
。

江
戸
城
外
郭
門
が
設

置
さ
れ
た
浅
草
見
附
跡

か
ら
出
発
し
、鳥
越
神
社

や
天
文
台
跡
、蔵
前
神

社
な
ど
を
巡
り
歩
い
た
。

葵
紋
が
徳
川
に
ゆ
か
り

の
あ
る
こ
と
を
示
す
西

福
寺
で
は
、浮
世
絵
師

勝
川
春
章
、家
康
の
側

室
於
竹
の
方
、幕
末
期
に

明
治
新
政
府
軍
と
戦
っ

た
彰
義
隊
の
墓
を
訪

問
。歴
史
散
歩
で
お
墓

を
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

理
由
と
し
て
先
生
は
、そ

の
人
が
実
在
し
て
い
た
こ

と
を
証
明
す
る
場
所
だ

か
ら
だ
と
解
説
し
、参
加

者
の
興
味
を
引
い
た
。

浅
草
寺
で
は
混
雑
を

避
け
、雷
門
で
は
な
く
国

の
重
要
文
化
財
で
あ
る

二
天
門（
1
6
1
8
年

建
立
）か
ら
入
場
。海
外

か
ら
の
観
光
客
で
賑
わ

う
境
内
を
進
む
中
、「
外

国
人
は
浅
草
を
訪
れ
て

ど
う
感
じ
て
い
る
ん
だ

ろ
う
」と
思
い
を
巡
ら

す
参
加
者
も
い
た
。境

内
で
は
浅
草
神
社
や
六

地
蔵
石
灯
籠
、迷
子
し

る
べ
石
な
ど
を
見
学
し
、

散
歩
は
終
了
と
な
っ
た
。

下
町
で
あ
る
浅
草
橋・

蔵
前
か
ら
人
で
あ
ふ
れ

か
え
る
浅
草
寺
ま
で
、

先
生
方
の
軽
妙
な
歴
史

話
を
楽
し
み
な
が
ら
、今

年
も
在
学
生
や
校
友
が

交
流
を
深
め
た
企
画
と

なっ
た
。 

日
本
大
学
商
学
部

は
、商
学
部
社
会
連
携

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、そ

の
１
つ
と
し
て「
あ
き
な

い
塾
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。６
月
１６
日（
日
）

に「
ゲ
ー
ム
で
学
ぶ
会

計
学
」を
開
催
。会
計

学
と
経
営
学
の
基
礎
を

「
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
」を
通
じ
て
学

び
ま
し
た
。続
い
て
１１
月

９
日（
土
）に
は「
初
心
者

の
た
め
の
資
産
形
成
講

座
」を
開
催
。資
産
形
成

を
は
じ
め
る
際
に
気
を
つ

け
る
こ
と
を
説
明
し
た

後
、参
加
者
は「
資
産
形

成
の
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
」

を
体
験
し
ま
し
た
。来
年

１
月
２５
日（
土
）に
は「
初

心
者
の
た
め
の
小
さ
な
Ｄ

Ｘ
講
座
」を
予
定
し
て
い

ま
す
。ま
た
、毎
年
秋
に

開
催
す
る
公
開
講
演
会

で
は
、地
域
と
日
本
大
学

の
共
生
を
目
指
し
、開
か

れ
た
大
学
と
し
て
知
識

を
広
く
社
会
に
還
元
し

て
い
ま
す
。今
後
も
様
々

な
企
画
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、商
学
部
校
友

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。多
く
の
校

友
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

8
月
11
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
で

行
わ
れ
た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
本
学
や
付
属
校
の
在
籍
者・

卒
業
生
ら
が
活
躍
し
た
。

女
子
や
り
投
げ
の
北
口
榛

花
選
手（
令
和
2
年
ス
ポ
ー
ツ

科
学
卒
）が
日
本
女
子
の
陸
上

ト
ラ
ッ
ク・フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
で

初
の
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
、フ
ェン

シ
ン
グ
男
子
エ
ペ
団
体
で
山
田

優
選
手（
平
成
29
年
文
理
卒
）

が
、柔
道
混
合
団
体
で
は
素

根
輝
選
手（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
4

年
）が
そ
れ
ぞ
れ
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
。

最
も
関
係
者
が
多
か
っ
た

競
泳
で
は
、男
子
8
0
0
㍍
リ

レ
ー
決
勝
で
柳
本
幸
之
介
選

手（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
3
年
）が
ア

ン
カ
ー
、眞
野
秀
成
選
手（
令

和
5
年
ス
ポ
ー
ツ
科
学
卒
）が

第
三
泳
者
を
務
め
て
7
位
。平

井
瑞
希
選
手（
藤
沢
高
3
年
）

と
池
江
璃
花
子
選
手（
令
和
5

年
ス
ポ
ー
ツ
科
学
卒
）は
混
合

4
0
0
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
決

勝
で
8
位
に
、女
子
4
0
0
㍍

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
決
勝
で
5
位

に
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
た
。

平
井
選
手
は
個
人
で
も

女
子
バ
タ
フ
ラ
イ
1
0
0

㍍
で
決
勝
に
進
み
、7
位

だった
。

自
転
車
の
ト
ラ
ッ
ク

複
合
競
技
の
オ
ム
ニ
ア
ム

で
は
窪
木
一
茂
選
手（
平

成
24
年
文
理
卒
）が
6

位
入
賞
。長
谷
川
唯
選
手

（
平
成
31
年
文
理
卒
）が

出
場
し
た
女
子
サ
ッ
カ
ー

は
5
位
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
女
子
パ
ー
ク
の
草
木
ひ

な
の
選
手（
土
浦
日
大
高

1
年
）は
8
位
だった
。

9
月
8
日
に
閉
幕
し

た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

競
泳
男
子
1
0
0
㍍
バ

タ
フ
ラ
イ（
視
覚
障
害

S
11
） で
木
村
敬
一
選
手

（
平
成
27
年
大
学
院
文

学
研
究
科
修
了
）が
金
メ

ダ
ル
を
、富
田
宇
宙
選
手

（
平
成
24
年
文
理
卒
）が

銅
メ
ダ
ル
を
獲
符
し
た
。

木
村
選
手
は
50
㍍
自
由

形
で
も
優
勝
し
、2
冠
。富

田
選
手
は
男
子
4
0
0

㍍
自
由
形
で
も
3
位
と

な
っ
た
。（
日
大
広
報
第

8
1
6
号
か
ら
再
掲
）

江
戸
時
代
も
現
在
も

人
々
で
あ
ふ
れ
か
え
る
浅
草
を
歩
く

第
九
回

要
所・浅
草
見
附
跡
か
ら

下
町
に
残
る
寺
社
を
辿
る

外
国
人
で
賑
わ
う
浅
草
寺
は

江
戸
初
期
の
史
跡
も

恒
例
と
な
っ
て
い
る

商
学
部
校
友
会
ゴ
ル

フ
大
会
が
10
月
19
日

（
土
）、武
蔵
野
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
。19
回

目
を
迎
え
た
今
回
は
、

一
時
的
に
30
度
超
え
る

最
も
遅
い
夏
日
と
な
っ

た
が
、一
日
を
通
じ
て
は

良
い
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
っ

た
。そ
の
中
で
現
役
学

生
2
名（
ゴ
ル
フ
同
好

会
所
属
）を
含
む
12
名

が
優
勝
及
び
各
賞
と
ブ

ビ
ー
を
目
指
し
争
っ
た
。

優
勝
は
高
橋
史
安
元

学
部
長
で
ベ
ス
グ
ロ
賞
は

現
役
学
生
の
水
谷
虎
志

郎
君
と
な
っ
た
。

プ
レ
ー
後
の
懇
親
会

で
は
各
賞
の
表
彰
及
び

コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
互

い
の
プ
レ
ー
を
称
え
合

い
来
年
の
再
会
を
誓
い

合
っ
た
。

第19回 校友会ゴルフ大会を開催

北口選手が金メダル
パラは木村選手2冠写真右＝表彰式の北口選手、写真左＝木村選手（左）と富田選手（共同通信提供）

パ
リ
五
輪

■第33会オリンピック・パラリンピック競技大会（2024／パリ）本学関係役員・選手一覧� 令和6年7月10日現在

競技名 選手
役職 種目・ポジション　 氏名 学部等 学年

卒業年度

陸上競技
選　手 女子やり投げ 北口�榛花 スポーツ科学部 令和元年

男子走り幅跳び 橋岡�優輝 スポーツ科学部 令和2年

コーチ 森長�正樹 文理学部 平成5年
谷井�孝行 文理学部 平成16年

陸上競技
（パラリンピック） 選　手 F12クラスやり投げ 若生�裕太 文理学部 令和元年

水泳/競泳 選　手

男子200mバタフライ 寺門�弦輝 スポーツ科学部 4年
男子200mバタフライ 本多�灯 スポーツ科学部 令和5年
男子リレー（自由形） 柳本�幸之介 スポーツ科学部 3年
男子リレー（自由形） 眞野�秀成 スポーツ科学部 令和4年
女子100mバタフライ 池江�璃花子 スポーツ科学

部 令和4年女子リレー（自由形）
女子リレー（自由形） 小堀�倭加 スポーツ科学部 令和4年
女子100mバタフライ 平井�瑞希 藤沢高校 3年

ドクター 元島�清香 医学部 平成8年
水泳/競泳
（パラリンピック） 選　手 100mバタフライ/S11 木村�敬一 文学研究科 平成26年

100mバタフライ/S11 富田�宇宙 文理学部 平成23年
柔道 選　手 女子78kg超級 素根�輝 スポーツ科学部 4年
卓球（パラリンピック）選　手 クラス4 七野�一輝 商学部 令和2年
馬術／総合馬術 コーチ 小川�登美夫 生物資源科学部 平成11年

自転車/トラック 選　手
男子オムニアム

窪木�一茂 文理学部 平成23年男子マディソン
男子チームパシュート

技術スタッフ 早川�裕紀 商学部 令和元年

競技名 選手
役職 種目・ポジション　 氏名 学部等 学年

卒業年度
自転車
（パラリンピック） 競技パートナー 三浦�生誠 文理学部 令和5年

ウエイトリフティング 選　手 男子102kg超級 村上�英士朗 文理学部 平成29年
監　督 新井�健一 文理学部 平成3年

レスリング 選　手
男子フリースタイル
86kg級 石黒�隼士 スポーツ科学部 令和4年
男子フリースタイル
65kg級（サモア代表） 赤澤�岳 文理学部 平成24年

ヨット コーチ 中村�健次 法学部 昭和61年

フェンシング 選手 男子エペ団体 山田�優 文理学部 平成28年
コーチ 古川�信清 文理学部 平成27年

フェンシング
（パラリンピック） 審判員 車いすフェンシング 小林�善洋 商学部 平成18年
ゴルフ 監　督 丸山�茂樹 経済学部 出身

バドミントン 選　手 男子シングルス 奈良岡�功大 スポーツ科学部
コーチ 中西�洋介 法学部 平成13年

ハンドボール 選手（主将） 渡部�仁 経済学部 平成23年
AP 水町�孝太郎 経済学部 平成28年

サッカー 選　手 女子MF 長谷川�唯 文理学部 平成30年
バレーボール トレーナー 男子 島㟢�満夫 文理学部 昭和60年
ブラインドフットボール
（パラリンピック） 選　手 FP 園部�優月 文理学部 3年
ゴールボール 選　手 女子レフト/ライト 天摩�由貴 文理学部 平成24年
スケートボード 選　手 女子パーク 草木�ひなの 土浦日大高校 1年

出典元：日大広報第815号

商学部社会連携センターからのお知らせ

ゴルフ同好会所属の現役学生2名が参加

講師として案内していただいた
秋山修先生と関一成先生

日頃は歩くことが少ない下町散歩に
ワクワク

浅草寺の五重塔は本堂の東側に建っ
ていたが、東京大空襲で焼失後、西
側に再建された浅草神社の前で集合写真。第1回から参加する常連から在学生まで幅広い世代が参加

初心者のための資産形成講座

写真はゲームで学ぶ会計学

学びたい社会人に
向けた

生涯学習の場
～ 様々な講座が学べます ～

日本大学商学部校友会ホームページ　https://nichidai-bus-kouyukai.com/

2024 年（令和 6 年）12 月 20 日　　　（ 4 ）日 本 大 学 商 学 部 校 友 会 報第 48 号

「歴史散歩」の当日の様子や写真は、 で日大商学部校友会　歴史散歩もっと
詳しく！


